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個票 15 工事による土砂流出・流入・堆積、濁水の防止策の実施 

                        〔海 2(2)②12-1、海 2(2)②13-1〕 

(２０１０年作成) 

配慮の視点  種の多様性への配慮 配慮項目 野生生物の生息・生育環境の保全・

創出 

配慮事項 多様な水辺環境の保全・創出 

配慮事例 工事による土砂流出・堆積、水質濁水の防止策の実施 

改変後の土砂流入防止 

内

容 

●工事による土砂流出・流入・堆積、濁水の防止策の実施 

【解説】 

浚渫工事や埋立工事などにおいて、汚濁物質が発生するおそれがある場合には、

汚濁の拡散を物理的に防止し、周辺へ濁りの影響を与えないようにすることが生

物多様性への配慮につながります。 

また、改変後の土砂流入防止に努めることも生物多様性への配慮につながります。 

【具体的な工法・配慮事項】 

●主な濁水防止策 

① 開放水域では濁りの発生を抑制する方法と沈降の促進を図る方法がります。

また、埋立地への土砂投入時においては、埋立地そのものを沈殿池として活

用することにより、濁りを除去することが一般に行われています。 

汚濁防止対策の概要 

 

 

 

 

 
出典：2 

●汚濁防止装置 

① 風、波浪、潮流の影響による粒子の舞い上がり防止と沈降促進を目的として、

工事水域に汚濁防止装置を設置して、一定区域内で濁り拡散を止める方法。 

汚濁防止装置の使用法など 

 

 

 

 

 

 

出典：2 
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汚濁防止装置の設置イメージ 

 
出典：2 

●事業後の土砂流入防止策 

① 新たに法面などの土砂供給源が出現する場合、緑化などを行い、土砂の流入

がおこらないようにします。 

② 緑化には当該地周辺の樹林から採取した種子を近隣地で育てたもの（地域系

統種）を導入するなど、地域遺伝子の保全にも配慮します。 
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【事例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：3 

留

意

点 

・  

・ 汚濁防止膜は工事区域内と工事区域外を完全に遮蔽できる構造ではないこと

に留意する。 

参考資料 1 「汚濁防止膜技術資料(案)」（財）港湾空港建設技術サービスセンター 

2 「港湾工事における濁り影響予測の手引き」国土交通省港湾局 

（http://www.mlit.go.jp/kowan/nigori/index.html） 

3 「開港へのあゆみ 神戸空港マリンエア」神戸市みなと総局空港整備室 

 
 
 
 
 
 

【場所】 
兵庫県神戸市 神戸空港 

【環境配慮の内容と方法、工法】 
海域への水質汚濁を防止するために、緩傾斜石積護岸の建設工事に先立ち、空港
島周辺に約 9kmの汚濁防止膜を設置した。 

http://www.mlit.go.jp/kowan/nigori/index.html

